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太陽からのエネルギーが地球に
到達する



エネルギーの多くは地球に
反射されて、また宇宙空間
に戻っていく



反射された放射エネルギーの
一部は、大気に蓄積され、大
気を暖める。



大気中の温室効果ガスの濃度
が増えていくと、蓄積される
エネルギー量が増える。



出典: 世界気象機関（WMO） (2024) State of the Global Climate 2023

2023年の地球平均
気温は、温暖化が
始まる前の地球の
温度より1.45℃ほ
ど高かった。



今後の気温上昇幅は、現在の対策次第

とても多い

多い

中程度

少ない

とても少ない

将来の排出量が

温暖化が始まる前の地球の平均気温と比べた気温上昇幅



地球平均気温の上昇が、各地域にもたらす影響

生物種損失リスク

絶滅に瀕する生物
種の割合

死亡に至る気
温と湿度の条
件に達する一
年あたりの日
数

「腰越の漁港で獲れる魚種が
全く変わってしまった」



海面上昇は、対策を実施した後も続く
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• 排出量実質ゼロを目
指すためには、どの
ガスが、どこから排
出されているのかを
把握することが大切
。

• 化石燃料起源二酸化
炭素は、一番多いが
、それだけではない
。

• 削減しやすいところ
から全GHGをターゲ
ットに。

出典：国連環境計画UNEP （2023） Emission Gap Report
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今後、気候変動を進行させたくなかったら、

緑色まで減らさなくてはならない

出典：国連環境計画UNEP （2023） Emission Gap Report

世界全体の温室効果ガス排出量 今後の見通し

現在の政策が続け
ばこの辺。

各国が掲げている
2030年目標をちゃ

んと達成したらこの
辺。



気候変動の現象と、人間の対応
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1. 活動量を減らす方法（節エネ含む）：通勤せず自宅就業。車を使わずに歩

く。無駄なものを買わない。ものを大切に使う。家の断熱を改善する。

2. 代替エネルギー（代エネ）：化石燃料（石炭、石油、天然ガス）を使わず

に、再生可能エネルギーを使う。

エネルギーの効率的利用（省エネ）：高効率の家電製品や、燃費の良い車を

        買う。

3. 大気から二酸化炭素を吸収する：植林、CCS（炭素回収貯留）など技術的な

方法

３種類の緩和策
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• 市民として、気候変動に関心を持っているということを公言することで、

自治体や国の意思決定を変えていく。

• 消費者として、排出量の少ない製品を企業が売り出しても、消費者が買わ

なかったら、企業は、そのような製品を作らなくなってしまう。

• 私たちの日々の行動は、社会を変えるために、とても重要。

• 個人の意識 → 政治や企業行動を変える → 国を変える

16

あと、もう一つ。個人（＝市民、消費者）の果たす役割



出典：電通総研第９回調査「気候不安に関する意識調査」（2023年）
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ご清聴ありがとうございました
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